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はじめに

本稿は科学研究費補助金(基盤研究Ｃ)の助成を受けて、平成１７年度から平成１９

年度にかけて実施された研究課題「沖縄県における戦略的人材育成としての国際交

流システムの開発と外国語教育の連携｣の報告書である。

本研究の目的は、国際交流および海外派遣について充実した体制を誇る沖縄県

における人材育成としての国際交流の役割を明らかにし、雇用不振に喘ぐ本県の効率

的かつ現実的な人材運営に資するヴィジョンを構築することであった。具体的には、これ

まで国際的競争力をもった人材を本県に対し数多く輩出してきた琉球大学において、

今回の研究チームが主体となって実施された語学教育カリキュラム改革の効果測定を

基盤とし、それを国際交流の実態と人材育成に対する社会の需要と照らし合わせなが

ら、効率的な人材育成のシステムを提示することである。

本書の構成であるが、まず社会における人材需要を見据ながら、国際交流と大学の

語学カリキュラムはどういった連携をとるべきかという概念枠を、留学に関する意識調査

を基に考察した｢国際的人材育成と外国語教育一国際交流の視点から－｣から始まり、

｢共通英語科目受講者の英語力とカリキュラム:２００５年度実施学内ＴＯＥＩＣ結果およ

び｢総合英語演習Ｉ.Ⅱ」共通統一テストに基づく報告｣では本研究の調査の舞台とな

る琉球大学の英語教育全体の実態が報告される。そして｢英語専攻学生に対するカリ

キュラムの効果検証と留学の効果-2005年度･2007年度学内ＴＯＥＩＣＩＰの結果に基

づく報告一」では、本研究チームが実施したカリキュラム改革が留学との関連において

検証される。そしてカリキュラムのとの連携上最も重要な役割を果たしてきた琉球大学自

前の国際交流システムの－企画であると同時に、日本で初めての試みでもあったＥＵ研

修の調査報告を経て、最後に研究代表者が本課題以前から取り組んできた｢人材育

成ネットワーク｣立ち上げの経過報告となる｢留学後の受け入れ態勢一人材ネットワーク

の構築に向けて－｣で締めくくられる。

本課題の研究チーム全員が英語学、応用言語学、地域研究といった言語に関する

専門領域のエキスパートであるばかりでなく、高度な言語の使い手でもあり、「国際的人

材」をそのまま体現した優秀な方々である。限られた時間での作業で残された課題も多

いが、諸氏のおかげで多くの知見が得られ、語学教育と人材育成において様々な指針

が明確化されたことは、この上ない収穫であった。また、アンケート､インタビューに快く応

じてくださった方々のご協力がなければ本研究は成立しえなかった。本研究に関わって

いただいたすべての方々に、この場を借りて心より感謝申し上げたい。

平成２０年３月２５日研究代表者石川隆士
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